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①まち全体のデザイン提案
コンセプトブック「けしき」で描く“大事にすること”（「風景

を堪能できる環境がある」「気分にあわせて回遊・空間を選べる」
「隔たりのないやわらかい空間がある」「未来に向けたやさしさ
あふれる環境がある」）をベースに、まちなみデザイン（まち全体
の空間形成・建築・植栽・色彩のルールやつくりかた等）に
ついての提案を求めます。

②具体的空間デザインやプレイスメイキングの提案
村岡新駅周辺地区の新たなまちづくりの中で、ビジョンを実現

するために、どのような空間・場所があると良いか、具体的な場
のありかた・つくりかた・つかいかたの提案を求めます。

全体講評全体講評１７：３５～１８：１５１７：３５～１８：１５

２０２３．０８．２５（金）

開催概要

　村岡新駅周辺地区の将来地区像である「尖る創造と広がる創造を生み出す街」の実現に向け、　村岡新駅周辺地区の将来地区像である「尖る創造と広がる創造を生み出す街」の実現に向け、

大学生がまちなみや使われ方について考えるデザインワークショップを実施しています。大学生が大学生がまちなみや使われ方について考えるデザインワークショップを実施しています。大学生が

考えた村岡新駅周辺のまちづくりアイデアについての発表会を行いますので、ぜひお越しください。考えた村岡新駅周辺のまちづくりアイデアについての発表会を行いますので、ぜひお越しください。

　村岡新駅周辺地区の将来地区像である「尖る創造と広がる創造を生み出す街」の実現に向け、

大学生がまちなみや使われ方について考えるデザインワークショップを実施しています。大学生が

考えた村岡新駅周辺のまちづくりアイデアについての発表会を行いますので、ぜひお越しください。
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慶應義塾大学・東京大学非常勤講師、
都市プランナー

慶應義塾大学政策・メディア研究科教授・
小林・槇デザインワークショップ代表
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工学系研究科都市工学専攻准教授

慶應義塾大学

東京大学

東京大学大学院

横浜国立大学大学院

　　　　　から１５名参加

（50音順・敬称略）

その他、「村岡新駅周辺地区まちづくりコンセ
プトブック」作成有識者会議委員等を予定



藤沢市　都市整備部　都市整備課　村岡地区整備担当

　（担当者：武内・相良・野末）　☎0466-50-3543

将来都市構造図村岡新駅の位置

村岡新駅周辺地区のまちづくり

　村岡新駅周辺地区（以下、本地区という）は、藤沢市の東部に位置し、西側は藤沢駅周辺地区に、

東側は柏尾川を挟んで鎌倉市深沢地区に近接する約 7.3ha の地区です。

　本地区の中央に JR東海道本線が通っており、JR藤沢駅からは約 2.0km、大船駅から約 2.6km に位

置しています。周辺には、神戸製鋼所や湘南ヘルスイノベーションパーク等の産業施設が立地し、戸

建住宅地、御霊神社の地域資源や緑地があります。宮前、弥勒寺などの字名に残るように寺社仏閣が

多く、季節になるとあちこちで祭囃子の音が響きます。

　本地区は、藤沢市都市マスタープランにおいて、『６つの都市拠点の１つとして、鎌倉深沢地区と

連携・一体となり、先進的な研究開発、生産、業務連携が集積した広域に発信する研究開発拠点の形

成を目指すとともに、地域サービスの充実を図る』と位置付けています。

　令和３年（2021 年）３月、まちづくりの将来像や方向性など、村岡新駅周辺地区のまちづくりを

進める際の「まちのあり方」を示す計画書として、「村岡新駅周辺地区まちづくり方針」を策定し、

将来地区像、４つの重点テーマ、空間づくりを行う上での基本的な考え方、まちづくりの実現に向け

た推進方策等をまとめています。

将来地区像「尖る創造と広がる創造を生み出す街」

【お問い合わせ先】


